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一八六一一一～六四年、ポーランド王国（ロシア領ポーラン
ド
）
で
起
き
た
一
月
蜂
起
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
民
族
的
独
立
と
い
う
政
治
的
目
標
を
掲
げ
る
と
同
時
に
、
当
時
の
社
会
問
題
の
解
決
も
課
題
と
し
て
い
た
。
そ
の
最
大
の
課
題
は
、
賦
役
の
撤
廃
と
土
地
所
有
権
の
承
認
か
ら
成
る
農
民
解
放
で
あ
っ
た
。
当
時
農
業
従
事
人
口
は
王
国
全
人
口
の
八
割
近
く
を
占
め
て
お
り
、
農
民
に
有
利
な
解
放
を
行
な
い
彼
ら
を
味
方
に
付
け
る
こ
と
が
蜂
起
の
勝
敗
を
決
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
蜂
起
陣
営
は
最
後
ま
で
地
主
の
利
益
に
左
右
ざ
れ
農
民
に
対
し
大
幅
な
譲
歩
を
行
な
え
な
か
っ
た
た
め
、
結
局
は
ツ
ァーリ権力による解放令が勝利を得、蜂起は敗北した。こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
農
民
問
題
は
一
月
蜂
起
に
お
け
る
社
会
問
題
は
じ
め
に
法
政
史
学
第
四
十
四
号
一
月
蜂
起
前
夜
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
ー
社
会
層
と
ニ
ャ
人
問
題
Ｉ
（１）
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
都
市
の
問
題
は
、
蜂
起
に
お
け
る
社
会
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
首
都
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
つ
い
て
は
、
民
族
運
動
及
び
蜂
起
陣
営
の
組
織
的
中
心
た
る
都
市
と
し
て
、
政
治
（２）
的
な
視
点
か
ら
の
研
究
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
一
月
蜂
起
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
に
お
け
る
近
代
社
会
へ
の
転
換
期
に
位
置
す
る
事
件
と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
都
市
の
変
容
も
ま
た
蜂
起
に
課
題
を
つ
き
つ
け
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
に、一月蜂起前夜のワルシャワ社会層の様相を検討する。
そ
の
さ
い
念
頭
に
お
く
べ
き
問
題
は
、
ユ
ダ
ヤ
系
住
民
の
存
在
で
ある。ユダヤ人人口は、ポーランド王国全人口の一一一一・五
％（一八六五年）を占めていたが、その八割以上が都市に
居住しており、都市人口全体の四六・一％（一八六一一一年）に
山
田
朋
子
四○
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（３）
達
し
て
い
た
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
系
住
民
は
一
八
六
一
年には全人口の二六％（実際には一一一割以上）と王国都市の
平
均
以
下
の
割
合
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
当
市
が
コ
ダ
ャ
人
不
寛
容
（４）
令
」
を
擁
す
る
都
市
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
都
市
の
中
に
は
、
全
人
口
の
六
～
七
割
が
ユ
ダ
ヤ
系
住
民
で
占
め
ら
れ
て
い
た
所
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
「
不
寛
容
今
」
を
有
す
る
都
市
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
特
定
の
居
住
区
以
外
の
居
住
を
禁
止
し
て
い
た
。
ま
た
一
般
に
ユ
ダ
ヤ
人
は
市
民
権
付
与
の
対
象
外
に
お
か
れ
、
公
職
に
就
く
権
利
は
な
か
っ
た
。
不
動
産
購
入
も
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
弁
護
士
や
医
師
・
薬
剤
師
豆
ダ
ャ
人
病
院
の
承
可
）
に
な
る
こ
と
も
制
限
さ
れ
、
ギ
ル
ド
か
ら
も
除
外
さ
れ
た
。
そ
の
上
様
々
な
ユ
ダ
ヤ
人
特
別
税
が
課
さ
れ
て
い
た
。
特
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
を
来
訪
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
に
は
、
一
日
十
カ
ペ
イ
カ
の
入
市
切
符
の
購
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
義
務
は
、
市
内
居
住
者
で
も
外
部
出
身
で
あ
（５）
れ
ぱ
一
生
続
い
た
。
こ
の
よ
う
に
ユ
ダ
ヤ
人
は
都
市
人
口
の
重
要
な
構成員でありながら、様女な法的差別を受けていた。
一
月
蜂
起
に
至
る
三
○
年
間
は
蜂
起
間
期
と
よ
ば
れ
、
政
治
的
に
は二つの時期に分けられる。まず、十一月蜂起（一八一一一○
～
一
一
二
年
）
の
敗
北
に
よ
り
、
そ
れ
以
前
に
認
め
ら
れ
て
い
た
ボ
ー
（６）
ラ
ン
ド
人
の
自
治
が
大
き
く
後
退
し
、
総
督
Ｉ
・
パ
ス
キ
ェ
ー
ヴ
ィ
チ
が
反
動
政
治
を
行
な
っ
た
時
期
（
～
’
八
五
六
年
）
。
そ
し
て
そ
一月蜂起前夜のワルシャワ（山田）
の
後
の
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
政
治
改
革
と
イ
タ
リ
ア
の
独
立
戦
争
に
刺
激
さ
れ
て
、
民
族
運
動
が
再
燃
し
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
間
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
人
口
動
態
は
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
表
１
に
も
見
る
よ
う
に
、
蜂
起
間
期
の
人
口
は
、
十
一
月
蜂
起
後
（７）
に
一
時
的
に
減
少
し
た
の
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
増
加
傾
向
に
あ
る
。
た
だ
し
当
時
の
人
口
統
計
方
法
は
不
統
一
で
あ
り
、
人
口
増
加
が
こ
の
時
期
の
一
貫
し
た
傾
向
だ
っ
た
と
は
言
い
が
た
い
。
と
い
う
の
は
経
済的には、一八三○～五○年代前半は、連年の農産物不作
を
背
景
に
し
た
長
期
的
不
況
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
さ
らにワルシャワでは一八一一一四、三七、四六～四七、四九年
（８）
に
コ
レ
ラ
が
流
行
し
た
。
表
１
に
見
ら
れ
る
人
口
増
加
は
非
定
住
民
の増加を基盤としているが、これは都市の好況のためとい
うより、農民の窮乏化に起因するといえよう。農村では、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
時
代
（
一
八
○
七
～
一
四
年
）
に
実
施
さ
れ
た
農
民
の
人
格
的
解
放
並
び
に
移
動
の
自
由
が
、
地
主
に
よ
る
農
民
追
放
を
促
進
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
傾
向
は
一
八
三
○
年
代
に
入
り
さ
ら
に
激化し、耕作地を奪われた農民が都市に向かった。
ま
た
こ
の
時
期
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
と
プ
ロ
イ
セ
ン
領
か
ら
ロ
シ
ア
領
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
人
口
移
動
が
目
立
っ
た
。
前
記
二
領
で
は
ロ
シ
ア
領
に
先
駆
け
て
十
九
世
紀
前
半
に
農
民
解
放
過
程
を
終
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
急
増
し
た
土
地
な
し
農
民
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
に
向
か
四
一
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表１蜂起間期ワルシャワの人ロ動態 った
。
こ
れ
ら
流
入
者
の
中
に
は
農
民
の
他
に
手
工
業
者
や
奉
公
人
、
旦
属
も
含
ま
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
王
国
内
の
都
市
に
向
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
外
国
人
流
入
人
口
二
時
滞
在
者
も含む）は、一八四五年まで九千人程度であったのに、一
八四七年には三万一一一五○九人、一八五一年には四万九九五
（９）
二人に増大した。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
ワ
ル
シ
ャ
ワ
住
民
の
内
部
構
造
は
、
蜂
起
間
法
政
史
学
第
四
十
四
号
年全人口（千人）非定住人口（千人）
1830
1833
1847
1854
1861
145＊
143
193
197
230
2０（14％）
3１（16％）
4０（20％）
6７（29％）
出典：SKieniewicz,Warszawa，ｓ､111
＊印は、Ａ・Szczypiorski，Warszawa，ｉｅｊ ｇｏｓｐｏ
darkailudno66wlatachl832-1862 Warsz
ａｗａ1966,ｓ､235
表２ワルシャワの職業別人口構成（1862年）
職業 数人
経営数369＋労働者数5789人（a）
15728人（親方十職人十徒弟）（a）
752人（商人）
＋10619人（小売商人・行商人等）(b）
2861人（a）
9513人（a）
3180人（b）
約9000人（C）
約15000人（d）
工業
手工業
商業・金融業 期にかなり変化があったと思われる。
次
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
住
民
の
階
層
別
人
口
構
成
を
検
討
し
て
ふ
た
い
。
職
業
は
当
時
の
社
会
的
通
念
に
よ
る
階
層
観
と
結
び
つ
く
が
、
職業別人口構成は、資料によって職業区分や臨時雇用者数
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
正
確
な
数
値
は
出
せ
な
い
。
よ
り
蓋
然
性
の
高
い
デ
ー
タ
か
ら
一
八
六
二
年
の
職
業
別
人
口
構
成
を
推
定
し
た
も
の
が
表
２
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
就
業
者
数
全
体
の
約
三
分
の
役人
知的専門職
金利生活者
奉公人
日雇
計 72811人
出典：(a）SKieniewicz，Ｗａｒｓｚａｗａｗ
－
ｓｔｙｃｚｎｉｏｗｙｍ，ｓ､13-16
ｐｏｗｓｔａｎｉｕ
(b)Ａ、Szczypiorski，Warszawa，ｊｅｊ gospoda
ｒｋａ．..，ｓ､２５４
－
(C)Ｍ・Drozdowski，Ａ・Zahorski,Warszawa． 四
一
一Warszawa1981,ｓ､213
(d）Ｔ、Lepkowski,Poczqtkiklasyrobotniczej
Warszawy，ｓ､203
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場労働者は当時は熟練工が中心であり、彼らを含む工業・
手
工
業
。
商
業
従
事
者
（
被
傭
者
を
含
む
）
は
全
体
の
約
半
数
を
占
め
て
い
た
。
知
的
専
門
職
も
全
体
の
一
三
％
を
占
め
、
前
者
を
含
め
表３ワルシャワの年収別人ロ（1833年）が日雇及び奉公人であり、下層民と承なされていた。工
級｜年収（ズウオテイ）キリスト教徒ユダヤ教徒｜計月蜂起前夜のワルシャワ（山田）
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その大半は中間層と糸なされていた。金利生活者と上級役
人、企業家は上層に相当する。
しかし職業構成は、住民の経済的実態を正確に反映する
ものではない。経済的実態を重視するならば、財産及び所
得別住民区分を行なうべきであろう。そのためには一八三
一一一年にワルシャワに導入された所得税・艮呉四宍一四のご目目
を利用できる。この税は、何らかの収入のある居住者全体
（非定住者を含む）を対象に、年収の一％（一八三六年か
らは一・五％）の支払い義務を課していた。ただし兵士、聖
（、）
職者、年金生活者、役人等は除外された。所得税導入にあ
たり市当局は、納税者を年収別に十三段階に分けた。表３
は
各
級
の
年
収
と
そ
れ
に
対
応
す
る
人
数
で
あ
る
。
各
級
の
納
税
額
に
相
当
す
る
具
体
的
な
職
業
は
以
下
の
と
お
り
で
ある。Ｉ、銀行家、外国貿易商、不動産所有者、大工場主（労
働者五三人以上）
Ⅱ、小銀行家、証券取引人、大商人、ホテル経営者、工
場
主
等
Ⅲ
、
工
場
主
（
煉
瓦
工
場
、
製
粉
所
等
）
、
薬
局
経
営
者
等
Ⅳ
、
工
場
主
、
医
師
、
法
律
家
、
技
師
等
Ｖ、工場主（労働者一一二人以上）、製パン・精肉店（被
四
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傭
者
一
八
～
三
一
人
）
、
ビ
ー
ル
エ
場
、
酒
造
所
経
営
、
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
者
等
Ⅵ
、
手
工
業
事
業
所
経
営
、
商
人
、
問
屋
、
宿
屋
経
営
等
Ⅶ
～
Ⅸ
、
手
工
業
事
業
所
経
営
（
被
傭
者
五
～
七
人
）
、
小
売
商
人
、
商
店
主
等
Ｘ、手工業事業所経営（被傭者二～四人）、製。ハン・精
肉
店
（
被
傭
人
な
し
）
、
会
計
士
、
書
記
、
教
師
、
熟
練
工
等
ｘ、手工業事業所経営（被傭者一人）、御者（馬二～一一一
頭）、管理人等
Ⅲ、手工業。工業助手、植字工、従僕、料理人、乳母、
御
者
（
馬
一
頭
）
、
店
員
等
（ｕ）
川、日雇い、家内奉公人、農業労働者等
Ｉ
生活状態としては、Ⅶ級の年収では一人で生活するのが
やっとで、家族を扶養できない。また女性も多く含まれ、
副業する者も多い。Ⅱ～Ⅲ級の年収も生活は苦しい。Ⅸ～
Ｘ級はある程度生活にゆとりを持てるグループである。
以上の十三グループを階層分けする場合、中間層身分た
る「小町人号・宮・日｝①の片目。の三・」を如何に設定する
かで内容は異なってくる。歴史家Ａ・エイゼンバヅハは、
「小町人」層の基準を、生産手段を所有しかつ自ら生産過
程に従事する者と捉え、Ⅶ～Ｘ級を想定している。この基
法
政
史
学
第
四
十
四
号
上層に属する主な職業としては、次のものがあげられよ
う。財産及び所得において富裕な商人・銀行家・工場主か
ら成る企業家。不動産所有者や年利生活者。弁護士、医師
など社会的威信を持つ知的専門職。
このうち企業家についてゑてふれば、十九世紀前半に
は
、
次
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
大
別
で
き
る
。
１
、
貴
族
出
身
企
業
準に従えば、表３による各社会層の人口比は、上層一％、
中
間
層
は
一
六
％
、
下
層
は
八
四
％
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
Ｓ
・
コ
ヴァルスカーグリクマンは、「小町人」の基準をⅧ～Ⅲ級
（辺）
としており、これに従えば各社会層の割くロは、上層二％、
中間層七五％、下層二一一一％となる。これは職業別構成で見
た
社
会
通
念
に
よ
る
階
層
分
け
に
近
い
分
け
方
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
社
会
通
念
上
は
七
割
以
上
存
在
し
て
い
た
「
小
町
人
」
層
の
階
層
分
解
は
か
な
り
進
ん
で
お
り
、
そ
の
大
半
の
経
済
的
実
態
は
下
層
に
属
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
ユ
ダ
ヤ
人
に
つ
い
て
承
れ
ば
、
表
３
か
ら
、
彼
ら
の
割
合
は
特
に
最
上
層
Ｉ
～
Ⅱ
級
と
下
層
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
し
た
中
間
層
）
Ⅲ
級
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
含
む
各
階
層
の
社会的状況と蜂起への対応を検討する。
上
層
四
四
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家。２、手工業・マーニファクチュァ所有者出身企業家。
３、商人・銀行家出身企業家。
１
の
タ
イ
プ
は
、
主
と
し
て
自
己
の
大
農
場
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物を原料とする加工業（精糖業、醸造業、製粉業等）や農
産物の大規模輸送業に従事する者が多い。蜂起間期初期に
は、一八三○年以前のポーランド人自治時代に行なわれた
工業化政策に関与した大企業家が特徴的である。その代表
として、ヘンリク及びトマシニ・ウピエンスキ兄弟があげ
ら
れ
る
。
彼
ら
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
内
に
数
々
の
精
糖
工
場
や
製
粉
所を所有した他、工業や鉄鋼業、繊維工業でも工場を所有
し
た
。
し
か
し
ポ
ー
ラ
ン
ド
銀
行
（
一
八
二
八
年
設
立
）
副
頭
取
で
もあったヘンリクは、不正融資の罪で一八四八年に投獄さ
れ
、
財
産
を
失
っ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
ウ
ビ
エ
ン
ス
キ
と
協
力
関
係
に
あ
っ
た
当
時
最
大
の
企
業
家
Ｐ
・
ス
テ
ィ
ン
ヶ
ラ
ー
も
ま
た、一八五一一一年に破産した。蜂起前夜にはこのタイプの企
業
家
と
し
て
は
、
輸
出
用
穀
物
輸
送
の
た
め
の
汽
船
会
社
を
所
有
し
（、）
た大里鳧族Ａ・ザモイスキが代表的である。
２
の
タ
イ
プ
で
、
１
や
３
の
タ
イ
プ
と
比
一
眉
す
る
よ
う
な
大
経
営
は
、
当
時
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
は
少
な
か
っ
た
。
金
属
・
機
械
工
業
最
大の工場の一つであったエヴァンスエ場は、’八三○～四
○
年
代
経
営
は
不
振
だ
っ
た
。
そ
の
う
え
ク
リ
ミ
ァ
戦
争
の
際
、
経
一月蜂起前夜のワルシャワ（山田）
営
者
が
英
国
人
だ
っ
た
た
め
国
外
退
去
さ
せ
ら
れ
、
代
わ
っ
て
ド
イ
ツ
人
Ｓ
・
リ
ル
ポ
ッ
プ
が
経
営
に
参
加
し
た
。
が
い
し
て
こ
の
タ
イ
プ
に
は
、
ド
イ
ツ
系
企
業
家
が
多
く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
一
八
五
○
年代に靴の大量生産に成功したポーランド人大製靴工場主
Ｓ
・
ヒ
シ
パ
ン
ス
キ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
３
の
タ
イ
プ
は
ユ
ダ
ヤ
系
資
本
家
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
。
彼
ら
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
国
際
的
な
金
融
網
を
背
景
に
、
民
間
に
お
け
る
資
本
貸付の中心となった。特に領地において賦役労働から賃労
働
へ
の
切
り
替
え
や
農
業
機
械
の
導
入
な
ど
経
営
の
転
換
を
迫
ら
れ
て
い
た
貴
族
地
主
は
、
十
九
世
紀
前
半
に
は
多
額
の
現
金
を
必
要
と
し
て
お
り
、
不
動
産
を
担
保
に
ユ
ダ
ヤ
系
銀
行
家
か
ら
負
債
を
負
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
八
三
○
～
四
○
年
代
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
県
に
お
い
て
ユ
ダ
ヤ
系
資
本
家
所
有
と
な
っ
た
農
地
は
四
件
で
あ
っ
た
が
、
続
（Ⅲ）
く
十
年
間
に
は
二
八
件
に
増
大
し
た
。
ま
た
十
九
世
紀
初
頭
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
大
貴
族
や
政
府
所
有
の
邸
宅
四
三
件
の
う
ち
、
十
九
世
紀
（坊）
中葉までに一九件が転売された。企業家間でも、里員族企業
家
は
ユ
ダ
ヤ
系
資
本
や
経
営
方
法
を
採
り
い
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
の
好
例
が
、
大
貴
族
Ａ
・
ザ
モ
イ
ス
キ
と
ユ
ダ
ヤ
系
資
本
家
Ｌ
・
ク
ロ
ー
ネ
ン
ベ
ル
ク
と
の
関
係
で
あ
る
。
最
富
裕
資
本
家
と
な
る
条
件
は
、
金
融
資
本
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
政
府
か
ら
製
品
の
注
文
や
専
売
権
を
獲
得
し
、
そ
れ
に
応
じ
ら
四五
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れるだけの規模の近代的工場を所有することであった。一
八二○年代最大の資本家Ｊ・フレンヶル、代々の金融資本
家
エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
家
、
ク
ロ
ー
ネ
ン
ベ
ル
ク
も
こ
れ
に
相
当
し
た。彼らは皆ユダヤ系資本家である。
こ
こ
に
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
が
浮
上
す
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
で
は
ユ
ダ
ヤ
人
に
様
々
な
法
的
制
限
が
課
せ
ら
れ
て
い
た。これに対し、富裕なユダヤ人は賄賂を贈るなどしてあ
る種の法的規制は免れ得たが、不動産購入など根本的な問
題では法の壁に突き当たった。その場合彼らはしばしばキ
リスト教に改宗することによってそれを乗り越えた。しか
し改宗せぬユダヤ系資本家については、政府側は例外的措
置を迫られた。その初の適用者は、Ｊ・エプシュタインで
あ
る
。
彼
は
一
八
一
七
年
に
不
動
産
購
入
権
を
、
一
八
四
○
年
に
は
（阻）
「名誉市民権で。ｎ国ののロ①。ご君胃①｝の言・」を獲得した。し
か
し
彼
の
よ
う
な
例
外
的
措
置
を
受
け
た
も
の
は
少
な
く
、
大
資
本
家クローネンベルクさえ改宗をしなければ経営拡大は困難
だった。
経済面における優位にかかわらず、ユダヤ系資本家は、
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
も
の
で
す
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
社
会
の
中
て
はそれに値する地位を得られなかった。蜂起間期の社会に
お
い
て
も
「
才
能
の
あ
る
者
は
貴
族
の
永
」
と
い
う
意
識
が
ま
か
り
法
政
史
学
第
四
十
四
号
四六
（Ⅳ）
通っていた。ユダヤ系資本家に対するポーランド社〈云の反
感は、一八五九年のニダャ戦争」と呼ばれた事件で露呈
（胆）
した。発端は、同年一［日の保守系新聞「ガゼータ・ヴァル
シャフス力」の記事であった。その記事は、モラヴィァの
ネルーダ会修道女合唱団のコンサートについて書かれてい
た。記者はコンサート不成功の原因を、修道女たちが「鷲
鼻、浅黒い肌、真っ黒な髪ではなく、：…・語尾に‐ず一四茸》
－青目貫１ｍ（①目がつく姓ではなかった」ため、ユダヤ
系資本家がスポンサーにならなかったからだとした。
この記事はユダヤ系知識人の反発を呼び、ただちに「ガ
ゼ
ー
タ
・
ヴ
ァ
ル
シ
ャ
フ
ス
力
』
編
集
部
に
激
し
い
抗
議
文
が
よ
せ
られた。これに対し同紙編集部は、抗議文執筆者たちを告
訴した。裁判所は告訴を容れ、抗議文執筆者たちに懲役刑
及び編集部への公的陳謝と裁判費用支払いを一一一一口い渡した。
抗議文執筆者たちは、この判決を不服として上告した。
裁判はワルシャワの世論を騒然とさせ、ユダヤ人問題に
関する論争が燃え上がった。論争は国外にも広がり、ブリ
ュッセルの『ノルド』紙やゲルッェンのコーロコル』紙
は
、
『
ガ
ゼ
ー
タ
・
ヴ
ァ
ル
シ
ャ
フ
ス
力
』
を
批
判
し
た
。
裁
判
は
結局一八六一年まで決着がつかなかったが、この論争はポ
ーランド人社会にユダヤ人問題の存在をつきつけ、その解
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決の必要性を認識させることになった。またそれまで閉鎖
的な伝統的生活を固持していたユダヤ人社会の中にも、ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
の
協
力
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
声
が
強
く
な
っ
て
き
た。こ
う
し
た
中
で
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
は
、
一
八
六
○
～
六
一
年
に
か
け
て
、
一
月
蜂
起
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
愛
国
的示威運動が大衆を巻きこんで頻発した。そこではユダヤ
（四）
人
の
参
加
が
目
立
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
と
の
共
闘
は、一八六一年一一月二七日にクローネンベルクを中心とし
て結成された市民の自治組織「市代表団□①｝①淫且四三一①‐
瀞百」の構成にも明白である。会員一一四名の中には、クロ
ーネンベルクの他、ラビ・メイセルス、さらに銀行家であ
り
ユ
ダ
ヤ
教
祭
祀
監
督
官
で
も
あ
る
Ｍ
・
ロ
ー
ゼ
ン
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ラ
ビ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
愛
国
運
動
参
加
表
明
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
社
会を動かした。
ユ
ダ
ヤ
人
を
巻
き
込
ん
だ
愛
国
的
示
威
運
動
は
ツ
ァ
ー
リ
政
権
を
刺激し、一八六一～六二年にかけて、民政部長官Ａ・ヴィエ
ロ
ポ
ル
ス
キ
は
、
彼
の
起
草
し
た
政
治
改
革
の
中
に
ユ
ダ
ヤ
人
同
権
を
も
り
こ
ん
だ
。
ヴ
ィ
エ
ロ
ポ
ル
ス
キ
の
改
革
に
は
、
農
民
賦
役
の
強制金納化やポーランド学校制度の樹立など重要な社会問
題
の
解
決
の
他
に
、
地
方
自
治
機
関
の
設
立
も
約
束
さ
れ
た
。
そ
の
一月蜂起前夜のワルシャワ（山田）
一
部
を
な
し
、
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
会
員
か
ら
成
る
「
ワ
ル
シ
ャワ市評議会三ｓ二亘の百日・言日の目乏昌」は、「市代
表
団
」
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
組
織
化
を
許
さ
れ
た
。
’
八
六
一
年
秋
に
実
施
さ
れ
た
そ
の
選
挙
は
、
宗
派
を
問
わ
ぬ
財
産
別
制
限
選
挙
で
、
参
加
は
上
層
市
民
に
限
ら
れ
た
。
被
選
挙
権
資
格
は
、
市
内
に
一
年
以
上
居
住
す
る
三
十
歳
以
上
の
男
子
で
、
不
動
産
所
有
者
（
不
動
産
税
支
払
額
年
一
五
ル
ー
ブ
リ
以
上
、
賃
貸
者
は
四
五
ル
ー
ブ
リ
以上）、高等教育機関教授、行政評議会認可表記載の工業・
商
業
・
教
育
・
芸
術
従
事
者
、
ギ
ル
ド
商
人
、
工
場
主
・
手
工
業
者
（
被
傭
者
一
○
人
以
上
）
。
こ
れ
ら
の
基
準
を
満
た
し
て
い
た
し
の
は、選挙当時わずか七一九人にすぎなかつ剛』
選出された会員四八名（正・副会員それぞれ一一四名）の
職
業
構
成
は
、
聖
職
者
四
名
、
医
師
・
法
律
家
・
高
等
教
育
機
関
教
授
・
役
人
一
七
名
、
工
業
・
商
業
・
手
工
業
者
一
三
名
（
う
ち
商
人
・
銀
行
家
は
一
○
名
、
工
場
・
手
工
業
事
業
所
経
営
九
名
、
技
術
者三名）、不動産所有者四名、その他一名である。ユダヤ
系
資
本
家
は
こ
の
中
で
六
名
含
ま
れ
て
い
た
が
、
ラ
ビ
の
名
は
な
い
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
経
済
力
を
考
慮
す
れ
ば
こ
の
人
数
は
十
分
と
は
い
え
な
い
が
、
彼
ら
の
自
治
機
関
へ
の
参
加
が
公
式
に
認
め
ら
れ
た
こ
との意義は大きい。
選
出
さ
れ
た
ば
か
り
の
地
方
自
治
機
関
の
活
動
は
、
十
月
一
四
日
四
七
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の
戒
厳
令
布
告
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
、
実
際
の
活
動
は
翌
年
春
ま
で
も
ち
こ
さ
れ
た
。
そ
の
間
ク
ロ
ー
ネ
ン
ベ
ル
ク
は
民
族
運
動
穏
健
派
と
共
に
、
開
明
的
地
主
に
働
き
か
け
て
非
合
法
組
織
「
白
党
」
を
結
成した。しかし蜂起勃発後には、蜂起主導権は民族運動急
進
派
た
る
「
赤
党
」
が
握
り
、
ク
ロ
ー
ネ
ン
ベ
ル
ク
は
彼
ら
か
ら
主
導
権
を
奪
お
う
と
暗
躍
し
た
。
こ
の
目
論
見
は
、
結
果
的
に
は
蜂
起
勢
力
を
弱
体
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
は
い
え
ク
ロ
ー
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
よ
う
な
ユ
ダ
ヤ
系
資
本
家
が
蜂
起
に
関
与
し
た
こ
と
は
、
彼
らが経済力の承ならず政治的発一一一一口権を持つまでに成長した
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
中
間
層
は
、
財
産
及
び
所
得
に
お
い
て
中
小
規
模
の
企
業
家
と
知
的
専
門
職
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大
別
で
き
よ
う
。
前
者
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、
中
小
規
模
の
商
人
、
小
売
店
主
、
工
場主、手工業者、運輸業者、旅館、飲食店主などが含まれ
よ
う
。
後
者
に
は
、
下
級
官
吏
、
教
師
、
下
級
聖
職
者
、
企
業
・
鉄
道
・
郵
便
等
の
事
務
員
及
び
技
術
者
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
ま
ず
社
会
通
念
と
し
て
の
「
小
町
人
」
の
典
型
で
あ
る
手
工
業
者
及
び
商
人
の
社
会
的
状
況
を
検
討
し
て
ふ
よ
う
。
彼
ら
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
前
は
、
都
市
に
お
い
て
人
身
保
護
律
等
の
特
権
享
二
中
間
層
一月蜂起前夜のワルシャワ（山田）
受
者
で
あ
り
、
ギ
ル
ド
（
ツ
ェ
ヒ
Ｃ
円
ご
と
呼
ば
れ
る
）
に
よ
る
生
産
独
占
が
彼
ら
の
社
会
的
地
位
を
保
証
し
て
い
た
。
し
か
し
分
割
直後のプロイセン支配時代（一七九五～一八○六年）に、
ワルシャワにもプロイセン法が適用され、「営業の自由」
が導入された。これによりギルド規制が崩された。ギルド
規
制
の
廃
止
は
、
分
割
後
に
ド
イ
ツ
人
等
の
外
国
人
手
工
業
者
が
多
数流入した現実にも合致し、ワルシャワ公国及びポーラン
ド王国にも受け継がれた。また工場制工業の勃興はギルド
規
制
を
次
第
に
名
目
上
の
も
の
に
変
え
つ
つ
あ
っ
た
。
特
権
身
分
た
る
「
小
町
人
」
も
、
一
八
○
七
年
の
農
民
解
放
後
に
は
農
民
と
の
法
的
差
異
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。
こうした状況下で一八一六年一二月に発令された手工業
組織に関する法は、「営業の自由」を確認した上で、新し
（皿）
い手工業組〈ロの再編成をめざすものであった。まず、同業
組合国揖○日目国の曰①の結成は、親方十人以上を有する職
種で許可される。個々の同業組合には管理部（任期三年）
がおかれ、長老の百円の国①と補佐及び市の監査役から構成
される。さらにこの法では、徒弟に対する親方の教育義務
を定めた。職人に対しては手工業手帳の携帯を義務づけ、
これを遍歴期間中の。〈スポートがわりにした。手帳を携帯
（犯）
し
な
い
も
の
は
浮
浪
者
と
ゑ
な
さ
れ
取
締
を
受
け
た
。
四九
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ユ
ダ
ヤ
人
手
工
業
者
に
対
し
て
こ
の
法
は
、
基
本
的
に
は
同
業
組
合
へ
の
加
入
を
認
め
て
い
た
。
し
か
し
組
合
員
に
よ
る
偏
見
や
組
合
の
宗
教
的
性
格
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
へ
の
ミ
サ
出
席
義
務
）
な
ど
の
理
由
か
ら
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
同
業
組
合
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
手
工
業
者
は
、
’
八
五
四
年
当
時
ワ
ル
シ
ャ
ワ
手
工
業
者
全
体
の
一
八
％
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
六
七
％
、
ド
イ
ツ
人
一
五
％
）
を
占
め
（羽）
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
同
業
組
〈
口
外
の
零
細
作
業
所
で
働
く
貧
し
い
手
工
業
者
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
市
民
権
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
親
方
に
な
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
経
営
の
職
種
と
し
て
は
、
仕
立
、
帽
子
製
造
、
製
靴
、
指
物
な
ど
で
あ
っ
た
。
同
業
組
合
外
で
営
業
す
る
に
は
、
市
当
局
に
一
定
の
額
（
一
八
六
三
年
に
は
五
ル
ー
ブ
リ
）
を
支
払
い
、
許
可
証
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
なかった。ワルシャワ市当局は、’八四六～六一一一年にかけ
て一一一一三の許可証を発行したが、そのうちの四一一一％は１
（鯉）
ダャ人経営に対しててあった。同業組〈口外経営におけるユ
ダ
ヤ
人
の
実
数
は
不
定
だ
が
、
お
そ
ら
く
全
体
の
六
～
七
割
以
上
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同業組合の規則では、新規の事業所を開設する資格は、
二四歳以上、一一一年間の手工業教育と職人として最低六年間
の実務期間を終了し、親方試験に．ハスしなければならなか
った。職種によってはその上に、資本金数百ルーブリ以上
法
政
史
学
第
四
十
四
号
の
所
持
金
証
明
書
が
必
要
と
さ
れ
た
。
こ
の
基
準
は
か
な
り
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
た
め
、
ユ
ダ
ヤ
人
以
外
に
も
市
当
局
の
許
可
証
購
入
の
ゑで営業を許される組合外営業を選ぶ者が増えた。
こ
の
よ
う
な
同
業
組
合
外
の
手
工
業
者
を
、
組
合
手
工
業
者
は
「下手職人」と呼んで軽蔑し、彼らの営業を妨害しようと
し
た
。
一
八
四
五
年
、
組
合
手
工
業
者
は
市
当
局
に
対
し
、
組
合
外
事業所に許可番号を付けることを要請した。また一八五六
年
に
は
、
石
工
組
合
は
建
築
物
監
視
を
強
化
し
、
組
合
外
職
人
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
建
築
物
を
摘
発
し
た
。
さ
ら
に
市
当
局
に
、
組
合
外
で
営
業
す
る
全
石
工
の
登
録
制
を
迫
り
、
全
石
工
に
一
枚
一
ズ
ウ
ォ
テ
ィ
で
発
行
さ
れ
る
石
工
証
明
書
カ
ー
ド
の
購
入
を
義
務
づ
け
た
。
そ
の
結
果
、
組
合
外
石
工
の
人
数
が
組
合
構
成
員
を
上
回
っ
て
（坊）
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
に
類
す
る
事
件
は
他
の
職
種
で
も
頻
発
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
件
は
、
同
業
組
合
構
成
員
の
い
ら
だ
ち
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
組
合
外
職
人
の
増
大
を
防
ぐ
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
ことを示している。
金具職や織物職など工業生産と直接関係ある職種の職人
は、しばしば工場において熟練工として働いた。熟練工の
賃
金
に
つ
い
て
ふ
れ
ば
、
金
属
・
機
械
工
場
の
賃
金
が
最
も
高
く
、
（配）
一
八
五
八
年
、
日
給
八
～
一
○
ズ
ウ
ォ
テ
ィ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
同
年の手工業職人の平均的賃金を上回る額であった。
五○
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経済不況や工場生産の増大は手工業者の生活を圧迫し、
貧窮化する者が増えた。彼らに対し「手工業貸付金庫
【囚の四内国①己①の｝己８．１℃。ご目六・三四」が一八五七年に組織
されたが、私営の高利貸しや質屋を利用する者も多かっ
た。私営高利貸しや質屋は主としてユダヤ人経営であり、
彼らに対する反感は大きかった。
商業においては、一八一七年一月に商人組合に関する法
が制定された。その内容は手工業組合に準じ、営業の自由
を認めた上で、商人十人以上のいる都市での商人組合の結
成を許可した。ただし組合加入資格を持つ商人とは、その
都市に一一一年以上居住する市民権保有者で、六千ズゥォティ
（町）
以上を有する大商人に限られていた。
ユダヤ人商人についてはこの法は何もふれていない。し
かし実際にはワルシャワではユダヤ人商人は商人組合から
除外されていた。このことは商人組合を極度に閉鎖的特権
的集団に限定することになった。というのはワルシャワ商
人の半数以上がユダヤ人であったためである二八四九年、
一一ダャ人商人一一三一人、キリスト教徒商人一一○八人）。ま
た小売商や行商人について承れば、全体の八割以上がユダ
（羽）
ャ人であった。そしてユダヤ人自身もまた彼らの糸からな
る商人組合を組織してポーランド人に対抗していた。
一月蜂起前夜のワルシャワ（山田）
商人・手工業者に対し当時の知的専門職には、没落シラ
（羽）
フ
ク
（
士
族
）
出
身
者
が
多
い
。
彼
ら
は
他
の
階
層
と
比
べ
ポ
ー
ラ
ンド民族意識が高く、蜂起陣営の中枢をなしていた。
しかし示威運動への参加者や蜂起陣営の組織を見てふる
と、知的専門職の承ならず、手工業者や労働者も多く含ま
れている。一八六一年二月一一七日の示威運動では、ロシア
軍の発砲により最初の犠牲者がでた。その時の死者五名の
うち三名は、金属労働者、仕立て職人、実業学校教師であ
（加）
った。また同年四月八日の一示威運動では、多数の死傷者が
でた（運動主催者側の主張では死者百人、公式発表では十
人）が、その中には工場労働者や貧民が多かった。示威運
動期間中ほとんど毎日のように行なわれたカトリック教会
でのミサには、「親方と職人」のミサ、知識人のミサ、女
（皿）
性のミサなども組織された。
即時武装蜂起を唱えていた急進派「赤党」は、学生や軍
人、知的専門職従事者などから成っていたが、彼らは工場
労働者や手工業者を対象に下部組織を編成した。その結
果、主だった工場では、「赤党」下部組織たる「十人組」
や「百人組」が組織された。金属・機械工場ニヴァンス社
では「千人組」も組織された。また一八六一一年六～八月に
かけて起きたコンスタンチン大公とヴィニロポルスキ伯暗
五
一
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殺
未
遂
の
犯
人
三
人
の
職
業
は
そ
れ
ぞ
れ
、
仕
立
て
職
人
、
印
刷
工
（皿）
及
び
印
刷
工
見
習
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
都
市
中
間
層
の
急
進
的
分
子
を
除
く
た
め
に
、
ヴ
ィ
ニ
ロ
ポ
ル
ス
キ
は
一
八
六
二
年
十
月
六
日
新
兵
徴
募
を
予
告
し
た
。
これに反対して逮捕された六五名のうち、一三名は工場労
働者（うち一一一一人はエヴァンスエ場労働者）、二八人が職
（羽）
人及び徒弟、六人が親方であった。
一
月
蜂
起
の
勃
発
は
徴
兵
実
施
が
引
き
金
と
な
っ
た
。
そ
の
後
蜂
起における戦場は地方に移ったが、ワルシャワの労働者や
手工業者は、武器の製造、兵姑や通信に従事した。金属・
機械工場では蜂起軍用の武器が鋳造され、印刷所では地下
出版物が印刷された。蜂起指導部たる「国民政府」に属す
る国民憲兵隊九○名中、五六名は労働者及び手工業者であ
（弧）
った。これら蜂起に加担した労働者や手工業者に対して蜂
起敗北後の取締は厳しかった。手工業では親方や職人の逮
捕
の
た
め
に
事
業
所
の
閉
鎖
が
あ
い
つ
い
だ
。
示威運動及び蜂起には、前述したようにユダヤ人も多く
参加した。シナゴーグでもポーランド語でのミサや民族運
動を支持するミサが行なわれた。これに関連して手工業組
合及び商人組合は、一八六一年にユダヤ人に対し正式に門
戸を開いた。ラビを含む「市代表団」などの進歩的上層の
法
政
史
学
第
四
十
四
号
動きはヴィエロポルスキにユダヤ人同権を決断させたが、
こ
れ
と
比
較
し
て
「
赤
党
」
指
導
部
で
は
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
対
応
は
鈍かった。
一八六二年六月頃出された「赤党」の声明文「ユダヤ教
徒
た
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
へ
」
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
っ
た。「（解放されたポーランドは）良き母として、自分の子
すべてに等しく幸福を与える。しかし彼女を裏切り、その
（弱）
敵
に
へ
つ
ら
う
も
の
は
容
赦
な
く
罰
す
る
。
」
即
ち
「
赤
党
」
は
こ
こ
で
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
、
蜂
起
勢
力
に
加
担
す
る
こ
と
を
脅
迫
し
た
のである。事実蜂起勃発後にはロシア側への内通疑惑者に
対
す
る
テ
ロ
行
為
が
頻
発
し
た
が
、
そ
れ
は
ユ
ダ
ヤ
人
へ
向
け
ら
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
蜂
起
組
織
に
属
す
る
中
間
層
に
と
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
不
信
は
生
活
と
結
び
つ
い
た
根
の
深
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
保
守
的
な
ユ
ダ
ヤ
人
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
報
復
を
恐
れ
、
蜂
起
に
対
し
て
は
中
立
的
な
態
度
を
と
り
続
け
た
。
下
層
住
民
は
、
蜂
起
間
期
ワ
ル
シ
ャ
ワ
居
住
者
の
大
多
数
を
占
め
ていた。彼らを大別すれば、次の一一一つのグループに分けら
れる。第一に貧窮化した職人や、零細事業所経営、家内工
三
下
層
五
二
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業
従
事
者
等
の
、
身
分
の
点
か
ら
見
れ
ば
「
小
町
人
」
に
属
す
る
者。しかし所得の面からいえば下層に属する。
第一一に、日一屋、奉公人等、一八二一一一年七月に制定された
（妬）
日一展・奉公人法の対象となるグループである。この法は一雇
主
と
被
傭
者
間
の
法
的
平
等
と
自
由
な
契
約
関
係
を
定
め
て
い
た
が
、
実
際
は
雇
主
に
よ
る
体
罰
を
認
め
る
な
ど
雇
主
側
に
都
合
の
良
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
日
雇
は
警
察
の
監
視
下
に
お
か
れ
、
旦
雇
カ
ー
ド
の
携
帯
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
目
的
は
主
と
し
て
納
税
監
視
だ
っ
た
た
め
、
彼
ら
の
実
数
は
統
計
に
表
れ
た
数
よ
り
は
る
か
に
多
い
。
一
八
六
○
年
代
初
頭
に
は
、
日
雇
・
奉
公
人
そ
れ
ぞ
れ
一
万五千～二万人が存在したともいわれる。
第三に、浮浪者及び乞食で、警察による厳しい取締の対
象となった者。第二のグループは、失業により容易に第一一一
の
グ
ル
ー
プ
と
な
り
得
た
。
そ
の
人
数
は
、
十
九
世
紀
初
頭
か
ら
増
大
し
始
め
、
一
八
四
○
～
五
○
年
代
に
か
け
て
激
増
し
た
二
八
四
（説）
一一～五三年には年平均五九四一人が逮捕された）。これら
から蜂起間期、日雇・奉公人を含めた下層の大半はいわゆ
るルンペン・プロレタリアートであったといえる。
下
層
へ
の
供
給
源
は
、
貧
窮
化
し
た
中
間
層
と
、
農
村
を
中
心
と
する外部からの流入者の二つが考えられる。後者は非定住
人
口
を
な
し
、
そ
の
人
口
は
増
加
傾
向
を
た
ど
っ
た
。
そ
の
一
因
と
一月蜂起前夜のワルシャワ（山田）
しては農村における土地なし農民の増大があげられる。土
地なし農民の人数は、一八六一一一年にはポーランド王国全体
（犯）
で一一二五万人（農民全体の四六％）に達していた。また、
都市化そのものも周辺の人口をひきつけていた。一八二五
年、ワルシャワ近郊に住むある領主は次のような苦情を漏
らしていた。「都市近郊では労働者や奉公人が堕落する。
都市では労働者に対して、概して農村の領主が支払うより
高
い
賃
金
を
支
払
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
都
市
に
は
農
村
よ
り
娯
楽
が
多
く
、
労
働
者
は
喜
ん
で
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
行
く
。
農
村
に
は
の
ろ
ま
（羽）
かできそこないの労働者や奉公人しか残らない。」
こ
の
よ
う
な
状
態
は
十
九
世
紀
中
葉
に
も
変
ら
ず
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
日
雇
の
収
入
で
さ
え
農
業
労
働
者
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
都
市
近
郊
の
農
村
で
は
土
地
な
し
農
民
は
無
論
の
こ
と
、
土
地保有農民ですら季節労働者として都市に向かった。都市
に流入した農民は、まず旦雇や奉公人などの職に就く者が
多く、直接工場労働者となる者は当時まれであった。
日雇の具体的な仕事としては、薪割り、荷物運搬、船荷
の
積
降
ろ
し
、
道
路
建
設
や
補
修
、
冬
に
は
ヴ
ィ
ス
ワ
河
の
氷
割
り
な
ど
が
あ
っ
た
。
そ
の
日
給
は
職
種
や
年
齢
差
、
男
女
差
に
よ
っ
て
かなりの違いがあった。賃金の高いものには不熟練工と変
ら
ぬ
額
も
あ
っ
た
。
賃
金
格
差
は
奉
公
人
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
犬
五
Hosei University Repository
貴族に仕える従僕やお抱え御者などは、中間層並承の賃金
（側）
を得た。これに対し、無給の住糸込承労働もあった。総じ
て日雇・奉公人は統一性を欠いた雑多な集団であり、流動
的な存在であった。十九世紀前半、下層民の経歴は例えば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
１、農村ｌ↓日雇Ｉビール工場下僕（無給）ｌビールエ
場
労
働
者
２、農村ｌ↓日雇ｌ乞食ｌ救貧院ｌ奉公人
（似）
３、農村ｌ↓奉公人ｌ乞食ｌ泥棒ｌ監獄ｌ日雇
下層民を構成するもうひとつの供給源たる貧窮化した中
間層には、ユダヤ人が多く含まれていた。「一ダャ人就業人
口のうち、奉公人と日雇の占める割合は一八％二八四○
（他）
年代）と低い。しかしこれに商業における下僕の国の一己団を
加えると、下層民の比はかなりの高率になろう。ユダヤ人
旦属や奉公人、下僕に特徴的なこととして、彼らは主にユ
ダヤ人経営やユダヤ人家庭で傭われた。これは、外部に対
しては排他的なユダヤ人社会が、内部ではユダヤ人どうし
の相互扶助的な性格を持っていたことを意味する。そのた
めに下層ユダヤ人はポーランド人社会の偏見や特別税に苦
しゑながらも、閉鎖的な集団の中で独自の言語や文化を固
持してきた。これに対して蜂起前夜に主張されたユダヤ人
法
政
史
学
第
四
十
四
号
の同権とは、ユダヤ人が独自の文化を捨ててポーランド人
社会に同化すること意味していた。そのために下層ユダヤ
人は必ずしもユダヤ人の同権に同調していたわけではなか
った。下層民は一月蜂起において、蜂起陣営による組織化の最
も遅れた部分であった。しかし示威運動には下層民の参加
も目立ち、逮捕者も多かった。上層の民族運動参加者は、
下層民の動きが革命に転化するのを恐れて、示威運動に参
加した失業者や犠牲者の家族に金銭的な援助を与えること
で彼らを懐柔しようとした。「赤党」の対応も一貫性がな
かった。右派は失業者に日給を払い、民族衣装を着せて示
（網）
威運動に参加させた。また左派のＩ・フミエレンスキは、
民族運動に同調しない商店を白昼襲うなどして下層民の人
気を博した。しかし「赤党」は下層民の生活改善を蜂起綱
領に加えることばなかった。それどころか蜂起への寄付と
して住民に「国民税」支払いを呼びかけた。
蜂起開始後には、ワルシャワでは蜂起指導部たる「国民
政府」が、民衆に、税の承ならず部屋代まで帳消しにする
という噂がとんだ。これは当時部屋代が賃金の三分の一以
上も占めていた下層民の願望のあらわれと考えられる。こ
の噂に対して「国民政府」は、私有財産の不可侵性を理由
五四
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（“）
に
あ
げ
て
、
噂
の
可
能
性
を
た
だ
ち
に
否
定
し
た
。
こ
の
よ
う
な
蜂
陣
営
の
都
市
下
層
民
に
対
す
る
冷
淡
な
態
度
は
、
農
民
問
題
に
お
け
る
彼
ら
の
積
極
的
な
姿
勢
と
比
べ
て
対
照
的
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
下
層
民
を
蜂
起
に
巻
き
込
ま
な
か
っ
た
こ
と
は
、
一
月
蜂
起
に
お
い
て
ワ
ル
シ
ャ
ワ
が
激
し
い
戦
闘
の
舞
台
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
社
会
起
的
な
一
因
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
経
済
活
動
に
お
け
る
貴
族
の
台
頭
、
同
業
組
合
に
よ
る
生
産
独
占
、
農
奴
制
を
背
景
に
し
た
「
町
人
層
」
の
特
権
的
地
位
等
が
前
近
代
的
ワ
ル
シ
ャ
ワ
社
会
の
特
徴
で
あ
る
と
し
た
ら
、
十
九
世
紀
前
半
は
そ
の
解
体
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
解
体
過
程
に
お
い
て
最
後
ま
で
封
建
的
な
法
的
規
制
の
も
と
に
お
か
れ
た
の
が
、
ユ
ダ
ヤ
系
住
民
で
あ
っ
た
。
ニ
イ
ゼ
ン
バ
ッ
ハ
に
よ
れ
ば
、
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
は
一
月
蜂
起
（妬）
に
お
い
て
農
民
問
題
と
相
似
た
位
置
に
お
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
蜂
起
前
夜
に
お
い
て
農
民
も
ユ
ダ
ヤ
人
も
体
制
に
封
建
的
遺
制
の
撤
廃
を
迫
っ
て
お
り
、
蜂
起
陣
営
と
ツ
ァ
ー
リ
政
権
双
方
が
彼
ら
を
味
方
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
解
決
方
法
を
戦
略
的
に
提
示
し
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
法
的
規
制
撤
廃
要
求
は
、
彼
ら
の
経
済
力
の
強
大
化
と
平
行
し
て
た
か
ま
っ
た
。
特
に
金
融
業
は
ユ
ダ
ヤ
人
に
ほ
ぼ
独
占
結
び
に
か
え
て
一月蜂起前夜のワルシャワ（山田）
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
民
間
に
お
け
る
資
本
供
給
源
と
な
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
系
大
銀
行
家
は
さ
ら
に
工
場
経
営
に
も
関
与
し
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
経
済
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
不
動
産
購
入
の禁止をはじめとするユダヤ人への法的差別は経済的・政
治的怪桔となっていった。ユダヤ系資本家を中心とした同
権要求はポーランド人社会との共存というスローガンを生
糸
、
こ
れ
は
両
民
族
の
進
歩
的
勢
力
の
支
持
を
得
た
。
こ
の
傾
向
は
や
が
て
一
月
蜂
起
に
お
け
る
両
民
族
の
共
闘
に
つ
な
が
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
ユ
ダ
ヤ
人
の
同
権
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
社
会
全
体
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
保
守
的
な
文
筆
家
Ｅ
・
ウ
ピ
エ
ン
ス
キ
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
ユ
ダ
ヤ
人
と
の
連帯は、ポーランド人社会における一部のグループの宗教
的・政治的堕落である。……ユダヤ人は民族的組織化にお
け
る
毒
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
の
同
権
を
支
持
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
タ
ル
ゴ
ヴ
ィ
ー
ツ
ア
の
輩
（
国
士
分
割
に
加
担
し
た
と
さ
れ
る
貴族グループ）よりはるかにひどい裏切りだ」（括弧内は
筆者）。またリベラルな大貴族Ｔ・ポトッキでさえ、「ユダ
ヤ人は、自分たちが同権を得るほどには成熟していないと
（妬）
自
覚
し
て
い
る
」
と
書
い
て
い
た
。
蜂起陣営の中心的階層となった中間層では、一八六一年
に同業組合及び商人組合がユダヤ人の加入を認め、両民族
五五
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の
連
帯
を
具
体
化
し
た
。
し
か
し
そ
の
大
半
が
下
層
民
と
大
差
な
い
経
済
状
態
に
あ
っ
た
中
間
層
住
民
に
と
っ
て
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
存
在
は
組
合
外
職
人
と
し
て
、
ま
た
高
利
貸
し
と
し
て
彼
ら
の
生
活
を
脅
か
す
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
中
・
下
層
ユ
ダ
ヤ
人
の
中
に
は
、
閉
鎖
的
伝
統
的
な
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
か
ら
相
互
扶
助
な
ど
の
恩
恵
を
受
け
る
者
も
多
く
、
彼
ら
は
実
質
的
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
社
会
へ
の
同
化
を
意
味
す
る
法
的
規
制
の
撤
発
に
必
ず
し
も
賛
成
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
一
月
蜂
起
前
夜
に
達
成
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
同
権
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
を
支
持
す
る
社
会
的
な
基
盤
は
弱
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
一
月
蜂
起
前
夜
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
は
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
が
前
面
に
出
さ
れ
、
階
級
間
の
対
立
は
表
面
化
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
下
層
民
の
政
治
的
組
織
化
を
ね
ら
う
政
治
的
勢
力
が
現
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
関
係
す
る
だ
ろ
う
。
西
欧
及
び
ド
イ
ツ
諸
都
市
に
お
い
て
、
近
代
社
会
形
成
過
程
に
お
け
る
最
大
の
問
題
は
、
外
部
か
ら
の
流
入
民
Ⅱ
下
層
民
の
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
は
ユ
ダ
ヤ
人
以
外
の
流
入
民
に
対
し
て
は比較的寛大であったと考える。それは、都市建設以来、
ド
イ
ツ
人
等
の
外
国
人
が
多
数
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
流
入
し
て
き
た
歴
史
と
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
農
民
流
入
者
に
対
し
て
も
、
浮
浪
者
や
乞
食
で
あ
れ
ば
取
締
ま
っ
た
が
、
徴
税
対
象
と
な
る
労
働
力
で
あ
る
限
り
は
拒
ま
な
か
っ
た
。
貧
富
の
差
は
大
き
か
っ
た
が
、
階
級
間
の
法
政
史
学
第
四
十
四
号
対立がより明白になる前に、法的差別下におかれていたユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
解
決
が
先
決
と
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
が
都
市
に
お
け
る
階
級
意
識
の
形
成
を
妨
げ
て
い
た
と
も
言
え
る
だろう。
一月蜂起敗北後、ヴィエロポルスキによる政治改革の多
く
は
、
農
民
問
題
を
除
き
、
白
紙
と
化
し
た
。
ツ
ァ
ー
リ
政
府
は
ユ
ダヤ人の同権について新たに法令化しなかったため、問題
は解決されぬまま残った。
註＊一ルーブルは約六ズウォティニ○グロッシェ、一ズウォティ
Ⅱ’一一○グロッシェ。蜂起間期はロシアの通貨も旧ポーランドの
通貨も使用された。
（１）ポーランドにおける一月蜂起研究は鯵しい数にのぼる。
邦語における一月蜂起研究書としては、阪東宏「ポーラン
ド革命史研究』青木書店、一九六八年第一刷がある。本書
は農民問題を中心に、蜂起の全体像を生き生きと描きだし
ている。
（２）の・蜜の己①三日．ご蚕田困言囚言己・ョの百己巨のご日日○三］目》
（３）三・ｚ］の斤昌穴のＮ四コ宛。目二○一冒国印ご口、］◎目①日且】昌一⑦）の丙。－
二二四吋のＮ四三四】①⑭い》句・肉四日。（○三の丙四》宛感心。、四吋の穴】葛○す①、
昌四昌庁の国の〕』ご呉『］。ご日ロ】、ロニョ【己］①のプ己の田。］の戸】日
葛｝四国ｓ】ｍｓｌｓ》二９，』田ご】①『］（未見）など。
Ｉ
五
六
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ｗ】旧い三四【のＮ田園］①、９，．】ｇこの期間国外からの流入者
の
う
ち
四
一
％
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
で
あ
っ
た
。
（Ⅵ）の．【○三巴の穴四ｌの］房日四口》三二ｍ【の目三の面のＱＲｏウロ○日〕の‐
のＮｎＮロユのフミＣＩＩ勺。□四斤目月】。ご』四（昌穴｝囚の『、Ｎｐの）乏己。】○三］①
〆只三・》葛函己凶の）のワ巨風ロ四国）】葛弔。］の、①庁・国》三口‐
弓○Ｎ目口弓】①←Ｐの①い－℃←
（９）目・門⑦己丙○弓の画》勺。ｎＮ四（画丙一四の『Ｒ○ず。斤己ｎＮ①〕ニョロ【のＮ‐
」、⑦四・三二四【のＮ四三己四】④①の・の。、四ｍ
ｌ
（８）の・の］の、①］ごｏ①□ごミニこ●ｐＲｍＮ自己①三］四（四、豈昌、］⑦１」④］←
（
６
）
一
八
一
五
～
三
○
年
ま
で
、
ロ
シ
ア
領
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
よ
る
独
自
の
憲
法
、
国
会
、
軍
隊
の
保
持
が
許
さ
れ
た。
（
７
）
シ
チ
ピ
ョ
ル
ス
キ
に
よ
れ
ば
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
人
口
が
一
八
三
○
年
代
の
水
準
に
戻
る
の
は
一
八
四
三
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
五
○年代にも人口の減少は見られる。シ・ｍＲＮご】○局宍】》
夛矼【の目三四・一①｝ぬ。の己。△四『【四］百口目。ま葛］四国、彦］の患Ｉ
】①『の》の．］余分割前期のユダヤ人問題については、井内敏
夫
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
四
年
議
会
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
と
都
市
」
『史観』第一○七冊、一九八二年。
（５）の．【〕①巳の三一日〕夛画』’の目ミロョ己◎言の国口冒…》の．②、
ＲｍＮ四三二四］①⑭⑦》の。】①⑭》四つ、
（４）の．【】①】〕】の言］ｎＮ》『ご酉『の目三四］『①ロー己屋》一二四岳目ヨロ
一月蜂起前夜のワルシャワ（山田）
『、目ミ四］①⑦の）の．怠－ちポーランド史において「町人」と
Ｃ目①日どの』○三『、ゲヨ【『ｑ｝ののプヨ①勺○一の丙ご】】の①ロー］①］』一三四‐
（Ⅳ）『・目一］皀呉①一己目》○ｓ．＆》・》の．怠
（旧）三・一二●・国の『ぬ）弔○言の百日①勺。］印画①］、のい】〕の①』円。【厚
【月色丙９己］⑭①の》円のご・ご①］》の．ごＩのつ
回国四
（巧）閂・『すロ四（○三〕、いつ
三ｍ【］①｝急〆閂×己
（、）の．【○乏巳の戸四１の］］丙日四目○つ・ロ庁・》の．①］
（⑬）ポーランド王国上層については、拙稿「ポーランド近代
社
会
の
形
成
ｌ
ブ
ル
ジ
薑
ワ
ジ
ー
を
中
心
に
ｌ
」
『
歴
史
学
研
究」六二七号、一九九一年参照。
（ｕ）の．【。】○・Ｎ］①］８『丙・【の国国』８づ『四日①の］ゆずロ尽口目一一三
（妬）シ・ロ】の①ロワロ、戸囿［自己回◎す『二『ｇ①］の画①】声ｏｐＣＨＣ葛①
●い『ｑ９己（弓①Ｃｌ］の⑦］）》弓函の己。】①日①ひ、。ご○【円。｝①のワョロ石。］‐
庁。②》二二●四円のＮ四二ぐ四】『①、》の。］』四）。
（、）シ・向厨の□ず四ｎ戸のヰロ丙自国の己。』①日ロ四【円。』①のプョ囚言
い一三一①（］①のｎケ①目］四（○三三【】、声四］ロ】、彦》ごく”ので。』①ｎＮ①己の斤二ご◎
の丙一⑦、。ご庁・『・ニミ四円の国四二『四】①の①》の．国①Ｐ画『①
【円。］①のコョ①勺○一の宣日（］の］、－」のｑつ）》ヨ「口忌日三四］①ヨ》の．
【Ｈ○一の印すご凹勺。｝の画①、。》（・円。ごく胃、日乏四］①①９ｍ・色－缶
は、十三世紀都市の形成と共に生まれた人格的自由を持つ
都市住民だが、シラフタ（註羽参照）の台頭に伴い十五～
六世紀には土地購入権や商業の自由が制限された。その状
態は十八世紀後半の政治改革期まで続いた。「小町人」と
は中・下層町人に相当する（両目、『室・ロ①臼四℃◎言のＮ①、宮口
ニご］①穴巨三二画【の噴四ニミ四］①『］》
○ヶごｎ国巳一己①］酉①］す巨円＆巨湧Ｎ］・夛国『の国四‐
●
●
五七
、。①画
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のＨｏｎ占巨］の【】の）】二『●・で円巨の田マニご酉『の国囚葛四］＠のい》の．いつのｌ
いつ『
（羽）閂ワ丘・ロの・山①い
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（妬）与邑・》印・勗①１②のつ
（配）目・門のご穴○言の蚕】○℃・の岸・・の．②三
（”）三●・ワョ房》○℃・口（・》ｍ・望「ｇポーランド王国の商人組
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年
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第
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第二ギルドに分類）。しかし新システムが全国に普及した
のは一月蜂起後であった（夛邑・》の．閉）。
（犯）『す丘・・の．②の
（羽）シラフタとは十四世紀頃から台頭したポーランドの特権
的
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層
で
、
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有
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た。しかし時代が下るにつれ階層分化が進承、上層は大所
（型）国Ｑ凶①）ｇごＨ園①日】○ｍ』四葛四円目昌己の画の、○・℃。□・『のＱ・国・
Ｉ
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（四）この問題については、邦語では、Ｓ・キエ一三－ヴィチ
「十九世紀におけるポーランド人とユダヤ人」『歴史家と民
族
意
識
』
（
阪
東
宏
訳
）
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で
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（別）戸【・ずのａ・言四・二画『の目ゴの百用＆囚言】の］の百］⑭⑦】‐
】⑪Ｓ》ョ・用ｏｎ目房三胃の困急の面目］圏】．⑩．］』団Ｉ】】①
（Ⅲ）一「．、ョ房。○のご庁巨四の）】ご吋四ヨロの）』［○ずロ○日］①の月日ひのす二四
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言【円。］①印す己の弓。］の面目〆）己【三一①【ロ・乏亜ＣＨＣワロ日日①‐
法
政
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の園ｎＮ四弓⑫すぐ。×閂〆】××急】の斥厚（・目》の．Ｐ】》ぬ、
４５４４４３４２４１４０３９３８３７３６
蕊'三;'三'三'三'二'三'三；ののロの⑩のＵ,⑩の己二三三雪三三三§畠二三と昌頁
］①⑭の》、。、、①
（妬）閂亘□・・の．←ｃ９Ｐｃ⑦
/■、／■、／■、／■、／~、／■､
３５３４３３３２３１３０
、=ノ、-ノ、.ノ、-ノ、＿ノ、-ノ］①『、》の。ｍ、山
閂・門①ご丙◎ゴの匿・○℃・の岸．。ｍ・口］、
⑩い①ニミロ色芹・←》二「四円の園四一二四〕①『Ｐ
領を持つ貴族ニグナート）となった。一方、下層は小農
地所有の自営農的生活をするか、土地を持たずに他の貴
族・士族に寄生する存在となった（向の昌宣目⑦臼四つ・言‐
目・門①己丙○コの重）○℃・口（．。ｍ・患⑭
目ウーロ０つ⑩。②『つ
の．【】①己の言］ｎ国・勺○コの白日のの｛『ｎＮ己○三①。一二四厨８コ色
閂す｝ロ・ロの。⑭①
ＩＮＨ閏の『ロ】○ｍ『四・・・・の．⑭「←
の。【】の己のごａ８》
】『の、－】⑭『つ 向日四口、］己山の冒園『９．ゴロ四国の自国ｎケ
『二四円の国四二『四二「己。ご『の芹四目一口。：■の。⑦『
｜園四一二四〕①『、』の。四ｍ⑦）。
１
二二四円⑩Ｎ四二『四二『己◎二『の芹囚邑一口。：》の。、①
ロ■このの巨円○つ①）の宍一コ】ロヨニロＲの国色一己、
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